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研究成果の概要： 
 
 本研究では、日常言語の対話的そして伝達的性質を、認知言語学、談話情報理論、社会的相

互行為理論の多角的視座から分析することにより、伝達に関わる文法構造、談話情報構造、認

知システム、構築プロセスまでを解明しようと試みた。従来のアプローチを根源的に問い直し、

実際の生きた文脈における言語運用現象を取り上げ、言語科学の新たな理論的枠組みである認

知語用論により認知と談話の視点を統合して伝達を取り巻く言語現象を体系的に分析した。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 以前の伝達話法研究は話法や時制を始め
とする文の形式と構造の側面の研究(Comrie 
1986, Declerck 1990)が中心であり、実際の
伝達の場における言語運用面での体系的な
伝達メカニズムの研究は本格的にはなされ
ていない状況にあった。が、談話における機
能や様式の分析が加わり(Yule 1992, Holt 
1999)、時制に関しても談話分析により新し
い見解が示され(Fleischman 1990, Sakita 
2002)、本研究申請時期には類型論的に広が

りを見せてきたところであった(Gueldemann 
& Roncador 2002)。ただし、伝達動詞や接続
詞に関しては、社会言語学的研究(Ferrara & 
Bell 1995)や文法化の指摘(Romaine & Lange 
1991)がなされた程度であった。一方、談話
分析とは枠組みを異にしてきた認知言語学
においても、談話との理論統合の必要性が提
唱 さ れ 始 め て い た と こ ろ で あ っ た
(Couper-Kuhlen 2000, Langacker 2001)。そ
のような中で、本研究は、談話における情報
の研究の核となる Chafe (1994)、それを進展
させた Du Bois (2001, 2003)、認知言語学の
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Langacker (2001)らの理論を統合し、新たな
認知語用論的枠組みを開拓しようとする試
みであった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 伝達はコミュニケーションや認知機構の
本質を反映する言語現象であり、多岐にわた
る伝達話法の様式は話者と言語環境との多
様な関係性の中で、複雑な認知プロセスにお
ける情報解釈や構成を反映している。従って
伝達話法はその重要性が社会学や心理学他
多くの分野で認識されてきた。しかし従来の
言語学においては、伝達研究の対象は話法や
時制等の文法構造が中心であり、その本質や
全容は明らかにされなかった。 
 本研究は、従来の文文法では捉えられなか
った伝達話法の談話におけるメカニズムを
認知言語学と談話情報を統合した理論によ
り分析し、伝達話法が知覚、記憶、回想、言
語化を含む複雑なプロセスを経て表出する
仕組みを解明し、認知語用論の枠組みで認知
と談話の視点を統合した新しい伝達理論の
構築を目指すものであった。伝達を認知、談
話、文法の側面から多角的に捉えながらもそ
れらを統合して、伝達話法の文法構造、談話
情報構造、認知システム、構築プロセスまで
を体系的に解明することを当初の目的とし
た。 
 
 
３．研究の方法 
 
 談話における伝達のメカニズムを認知語
用論の見地から詳細に分析するため、あらゆ
るレベルの人間関係と場面設定を含んだ３
種類の自然言語データ（英語及び日本語）を
以下のように収集し談話分析及び定量分析
を行った。 
 
（１）フィールドワークにより日常言語デ
ータを録音収集し伝達や語りを含んだ部
分を中心にトランスクライブし文脈情報
とともに整理した。 
（２）限定された環境（抑制状況とインタ
ビュー形式）で伝達発話を抽出しトランス
クライブした。 
（３）定量分析用に自然言語コーパスより
データを採用した。 

 
 同時に、認知言語学及び談話情報論の視点
を統合し認知語用論というアプローチを定
義するため、文献収集と review を経て、一
方で談話の構成単位、情報の流れと linkage、
認知と意識による情報制約と文法構造、また
一方で認知スペースや注意のフレームの概

念をベースにした談話展開の捉え方を整理
し、日常会話における伝達場面でこれらが実
際の言語運用に用いられるメカニズムを分
析する基盤とした。 
 
 続いて、以下の４つのアプローチを中心に
して、認知、談話、文法の側面から多角的に
データ分析を行った。 
 
（１）主体の認知能力の観点から談話展開
をとらえようとする Langacker (2001)の注
意のフレームや認知領域(CDS)を用いた認
知モデル。 
（２）Chafe (1994)のイントネーションユ
ニットに基づく情報の制約の概念を用い
た Du Bois (2003)の Preferred Argument 
Structure 理論。 
（３）記憶と回想における情報の流れと活
性化に関する Chafe (1994)の意識の流れ理
論。 
（４）共鳴の概念を用いて対話中の言語要
素間のマッピング関係をモデル化する Du 
Bois (2001)の対話統語論。 

 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、日常言語の対話的そして伝達
的性質(Voloshinov [1929] 1986, Bakhtin 
[1952-53] 1986)を言語科学の新たな理論的
枠組みである認知語用論の視点から追究し
ながら、認知言語学及び談話情報論の視点を
統合した伝達理論の構築を試みた。特に談話
の展開に沿った情報の流れと自然な相互行
為における伝達の連鎖を関連づけて分析す
る中で、発話が知覚、記憶、回想、言語化を
含む伝達の複雑なプロセスを経て表出する
仕組みを探求し、発話と伝達に関わる文法構
造、談話情報構造、認知システム、構築プロ
セスを分析した。得られた成果のうち特に重
要なものは以下に挙げる通りである。 
 
 まず第一に、日常会話における伝達場面で
実際の言語運用において談話が展開するメ
カニズムを捉えた。（１）イントネーション
ユニットと CDS モデルをベースにして、自然
な日常会話データにおける談話展開プロセ
スと言語事象の背景となる認知プロセスの
説明を行った。実際の会話の中で連続した発
話のそれぞれが先行発話に次々に積み重ね
られていくことで CDS を更新していく様子が
明らかになった。（２）慣習化された注意の
フレーム様式と構文スキーマに対して、口語
談話における自然なイントネーションユニ
ット分割の背後で情報の制約（特に情報の新
旧に関わる制約）が果たす役割を検証し、さ
らに習得とストラテジーとの関係を探求し



 

 

た。 
 
 第二に、会話や相互行為の認知的背景を探
るため、Du Bois (2000, 2001)の対話統語論
に基づき、自然な会話における言語形式間の
響鳴関係を詳細に分析した。会話の参与者が
パターンやスキーマの共通認知に基づいて
響鳴を追求・保持することにより、一貫性や
話者間の協調などに寄与し、スムーズな談話
の流れやコミュニケーション効果を生み出
すプロセスを探求した。具体的には、ダイア
グラフを用いて発話間のマッピング関係を
明らかにすることにより、以下の点を焦点に
してデータ分析を進めた。 
 
（１）言語形式や構造の emergence と文法化 
（２）繰り返しに伴う語用論的意味の変化 
（３）話者のスキーマ化と拡張の能力 
（４）プライミング効果 
（５）響鳴の選択的性質と動機 
 
この結果、語彙項目や文法構造だけでなく発
話内容や談話の流れ自体までもが発話間の
饗鳴に大きく影響を受けており、この響鳴の
基盤となっているのは、抽象化、スキーマ化、
拡張、など、参与者間で共有された認知のプ
ロセスであることが明らかになってきた。 
 
 第三に、談話と文法の連関について、対話
における文法の構築メカニズムとその認知
的背景、すなわち文法化の普遍的プロセスを
通して自然な談話に繰り返し生じるパター
ンが結晶化されるメカニズムを対話統語論
と認知言語学の両視点から分析した。具体的
には、以下の各項目を焦点にしてデータ分析
を行い、響鳴による発話産出のメカニズムを
探求した。 
 
（１）スキーマに基づく構文上の響鳴 
（２）テキスト・語用論上の響鳴 
（３）語彙表現の創発につながる響鳴 
 
これに基づいて、以下の２点に関して考察を
加えた。 
 
（１）対話における響鳴の意義やプライミン
グのメカニズム 
（２）対話に依拠する言語獲得のプロセス 
 
 最後に、対話統語論と認知言語学の統合的
知見として、響鳴とプライミングをキーワー
ドとする前者のアプローチとプロトタイプ
やスキーマをキーワードとする後者のアプ
ローチとの接点を整理し、認知と対話とコミ
ュニケーションとの関係についてまとめた。 
 
 認知言語学は経験科学としての言語学の

新たな方向性を探求するパラダイムとして
進展してきており、一方で談話理論はフィー
ルドワークに基づき日常言語データを分析
することに重きをおいている。本研究では、
この両視点を統合して実際の生きた言語運
用における伝達行為を問い直しそこに関わ
る言語現象の分析を試みることにより、認知
語用論の新たな可能性を探ると同時に従来
の形式主義を中心とする伝達話法研究に新
しいアプローチを提起した。 
 
 本研究では主に伝達に関わる談話を中心
に分析を進めたが、本研究で提起した認知と
談話を統合する新しい認知語用論の枠組み
は、今後あらゆるジャンルを含んだ言語現象
の分析へとスコープを広げることが可能で
あり、社会的相互行為に根ざした人間の多様
な言語行動を可能にする認知と言語運用の
メカニズムの解明へとさらに前進すること
が期待される。 
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